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私
が
使
い
走
り
を
し
て
い
た
頃
に
冷
凍
貨
物

部
門
の
担
当
を
任
さ
れ
た
。
そ
の
頃
、
東
京
航

路
が
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
・
オ
キ
ナ
ワ
、
大
阪
航
路
は

ゴ
ー
ル
デ
ン
・
オ
キ
ナ
ワ
、
博
多
航
路
は
エ
メ
ラ
ル

ド
・
オ
キ
ナ
ワ
が
就
航
し
、
み
ん
な
キ
ラ
キ
ラ
し
て

い
た
。

　
担
当
は
本
土
航
路
が
主
で
先
島
航
路
は
、
ほ

と
ん
ど
関
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
の

事
、
上
司
よ
り
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
へ
同
行
す
る
よ
う

に
言
わ
れ
て
つ
い
て
行
っ
た
。
大
量
に
保
管
さ
れ
た

ビ
ー
ル
倉
庫
の
奥
に
あ
る
現
場
事
務
所
で
、
怖
そ

う
で
大
柄
な
男
性
が
待
ち
受
け
て
い
た
。
そ
こ
で

恐
る
恐
る
名
刺
を
交
換
し
た
。
ま
る
で
大
き
な
ビ

ヤ
樽
の
様
な
体
格
の
、
そ
の
人
こ
そ
M r .
オ
リ
オ
ン

ビ
ー
ル
、
棚
原
氏
と
の
初
対
面
で
あ
っ
た
。

　
当
時
、
先
島
航
路
で
は
沖
縄
県
経
済
連
（
現

在
の
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
）
が
最
大
の
荷
主
で
、
民
間

で
は
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
が
最
大
手
で
あ
っ
た
為
、

ラ
イ
バ
ル
船
社
と
激
し
い
争
奪
戦
の
最
中
、
上
司

で
あ
る
島
袋
（
現
在
、
ロ
ジ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
社
長
）

と
棚
原
氏
の
絶
大
な
信
頼
関
係
に
よ
り
、
扱
い

は
、
ほ
ぼ
Ｒ
Ｋ
Ｋ
ラ
イ
ン
で
あ
っ
た
。

　
呼
ば
れ
た
要
件
は
、
今
年
の
夏
に
会
社
挙
げ

て
の
大
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
お
り
、
県
民
を
招

い
て
初
の
ビ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
行
う
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。

　
開
催
場
所
は
ハ
ン
ビ
ー
飛
行
場
跡
地
で
2
日

間
の
日
程
に
て
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
行
う
。
会
場

の
設
営
で
は
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
を
既
に
島
袋
の

提
案
で
、

４０
Ｆ
フ
ラ
ッ
ト
ト
レ
ー
ラ
ー
を
２
台
連

結
し
て
新
品
の
ベ
ニ
ヤ
を
敷
き
詰
め
、
周
り
を
オ

リ
オ
ン
の
幕
で
飾
る
と
い
う
も
の
。
そ
こ
で
課
題

は
、
会
場
で
出
す
ビ
ー
ル
を
い
か
に
大
量
に
冷
や

し
て
出
す
か
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
た
。
手
段
と
し
て

４０
Ｆ
リ
ー
フ
ァ
ー
２
台
を
現
地
へ
工
事
用
の
発
電

機
と
併
設
し
、
そ
こ
か
ら
給
電
で
ユ
ニ
ッ
ト
を
作

動
さ
せ
、
各
売
場
に
設
置
し
た
多
数
の
大
型
の

氷
水
漬
け
の
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
へ
補
給
す
る
手

段
で
話
は
決
ま
っ
た
。

　
ハ
ン
ビ
ー
飛
行
場
は
、
広
大
な
敷
地
の
ど
真
ん

中
に
滑
走
路
が
手
つ
か
ず
で
残
さ
れ
て
い
て
、
当

時
は
若
者
達
の
ゼ
ロ
ヨ
ン
の
格
好
の
レ
ー
ス
場
と

化
し
て
い
た
。

　
中
学
生
の
頃
、
従
兄
が
あ
る
日
ど
こ
か
ら
借
り

て
来
た
の
か
、
随
分
く
た
び
れ
た
ネ
ズ
ミ
色
の
丸

目
の
ト
ヨ
タ
・
コ
ロ
ナ
に
乗
っ
て
来
て
「
面
白
い
所
へ
連

れ
て
行
く
ぞ
」
と
向
か
っ
た
先
が
そ
こ
で
あ
っ
た
。

　
滑
走
路
は
南
北
に
延
び
て
お
り
、
従
兄
は
南

の
端
か
ら
北
に
向
け
ア
ク
セ
ル
を
床
に
着
く
ま
で

全
開
で
踏
み
込
ん
だ
。
先
ほ
ど
ま
で
キ
ャ
ブ
式
の

１
０
０
０
C
C
の
エ
ン
ジ
ン
は
、
そ
れ
な
り
の
在
り

来
り
の
エ
ン
ジ
ン
音
で
あ
っ
た
も
の
が
、
い
き
な
り

ラ
イ
オ
ン
の
雄
た
け
び
の
如
く
、
も
の
凄
い
音
で

唸
り
始
め
、
我
が
家
に
は
自
家
用
車
が
無
か
っ
た

の
で
、
車
と
は
、
こ
ん
な
に
も
早
く
走
る
も
だ
と

助
手
席
に
し
が
み
着
き
な
が
ら
驚
い
て
い
た
。
調

子
に
乗
っ
た
従
兄
は
、
そ
れ
を
何
度
か
繰
り
返
し

て
い
る
内
に
、
い
き
な
り
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
の
キ
ャ
ッ

プ
が
高
熱
で
吹
き
飛
び
、
蒸
気
が
吹
き
出
し
て

車
内
は
異
臭
と
、
霧
と
化
し
た
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
の

水
で
真
っ
白
に
な
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

　
当
時
は
今
の
よ

う
に
パ
ト
カ
ー
が
追

い
回
す
よ
う
な
事

は
無
か
っ
た
。

　
い
よ
い
よ
本
番

初
日
の
朝
、
棚
原

氏
か
ら
リ
ー
フ
ァ
ー

の
1
台
が
止
ま
っ
て

い
る
と
暗
い
声
で

連
絡
が
入
っ
た
。

　
2
台
と
も
前
日
に
ビ
ー
ル
と
氷
の
ブ
ロ
ッ
ク
を

大
量
に
積
込
ん
で
予
冷
は
完
璧
で
あ
っ
た
は
ず

だ
っ
た
。

　
「
ま
た
か
！
」
と
思
い
つ
つ
、
碍
子
管
の
ヒ
ュ
ー
ズ

を
３
個
ポ
ケ
ッ
ト
に
突
っ
込
ん
で
現
地
へ
向
か
っ
た
。

　
棚
原
氏
が
待
合
せ
の
場
所
へ
途
中
ま
で
迎
え

に
来
て
く
れ
て
現
場
に
着
く
と
、
予
想
通
り
碍

子
管
の
ヒ
ュ
ー
ズ
が
切
れ
て
い
て
ユ
ニ
ッ
ト
が
止
ま
っ

て
い
た
。

　
当
時
の
発
電
機
は
電
圧
が
不
安
定
で
、
工
事

現
場
で
使
う
単
純
な
動
力
機
械
は
、
多
少
の
不

安
定
は
影
響
を
受
け
ず
作
動
さ
せ
た
が
、
リ
ー

フ
ァ
ー
の
ユ
ニ
ッ
ト
は
電
子
制
御
で
デ
リ
ケ
ー
ト
な

の
で
、
よ
く
切
れ
る
事
が
あ
っ
た
。
止
ま
る
リ
ー

フ
ァ
ー
が
、
い
つ
も
悪
者
扱
い
さ
れ
、
そ
れ
を
言

え
ず
、
方
々
で
頭
を
下
げ
て
ば
か
り
い
た
。

　
結
果
、
交
換
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
は
正
常
に
作
動

し
始
め
る
と
、
不
安
な
面
持
ち
の
棚
原
氏
が
安

堵
の
明
る
い
表
情
に
戻
り
、
氷
水
漬
け
に
し
た

大
き
な
ス
テ
ン
レ
ス
の
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
、

見
た
こ
と
も
な
い
大
き
な
2
リ
ッ
ト
ル
缶
ビ
ー
ル

を
、
彼
の
大
き
な
手
で
３
缶
を
わ
し
づ
か
み
に
し

て
、
笑
顔
で
お
礼
だ
と
言
い
渡
し
て
く
れ
た
。

帰
り
際
、
万
が
一
の
為
、
ヒ
ュ
ー
ズ
の
交
換
方
法

を
教
え
、
ス
ペ
ア
ー
を
渡
し
て
帰
っ
た
。

　
当
時
、
私
は
ビ
ー
ル
が
飲
め
な
か
っ
た
の
で
、
せ
っ

か
く
頂
い
た
が
従
兄
に
あ
げ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

　
１
９
８
９
年
の
夏
、
第
一
回
オ
リ
オ
ン
・
ビ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
無
事
終
了
し
た
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
広
大
な
会
場
の
南
と
北
の
両

端
に
は
数
え
切
れ
な
い
程
に
押
し
寄
せ
た
車
は
、

み
ん
な
、
ど
う
や
っ
て
帰
っ
て
行
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
古
き
良
き
時
代
の
思
い
出
で
あ
る
。

《 連載》 思い出の酒

オリオンビール２リット ル缶

株式会社沖縄急送 専務取締役

潮平 寛胤

【
特
集
】

2
0
2
2
年
度

R 琉

球

海

運

K
K
グ
ル
ー
プ

2
0
2
2
年
度

　
琉
球
海
運
株
式
会
社 

入
社
式

　
2
0
2
2
年
4
月
1
日
（
金
）
、
本
社
会
議
室
に
お
い

て
2
0
2
2
年
度
入
社
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
は
、
陸
上
職
員
3
名
・
海
上
職
員
4
名
が
入
社
し
ま
し

た
。

　
入
社
式
で
は
、
宮
城
社
長
よ
り
新
入
社
員
そ
れ
ぞ
れ

に
辞
令
が
交
付
さ
れ
た
後
、
社
長
か
ら
の
祝
辞
を
受
け

て
、
新
入
社
員
を
代
表
し
て
中
林
新
さ
ん
よ
り
答
辞
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
記
念
撮
影
の
後
、
同
会
議
室
に
お
い
て
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
宮
城
常
務
に
よ
る
琉
球
海
運
の
社
業

全
般
に
つ
い
て
の
講
話
、
各
部
署
の
代
表
者
に
よ
る
担
当

業
務
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

＆

新
入
社
員
紹
介
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【 特集】 2022年 R K Kグループ 入社式 &  新入社員紹介

　
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
入
社
員

を
代
表
い
た
し
ま
し
て
ご
挨
拶
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
た
だ
い
ま
、
社
長
よ
り
あ
た
た
か
い
お

言
葉
を
頂
戴
し
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
の
た
び
、
私
達
は
琉
球
海
運

と
い
う
念
願
の
会
社
に
入
社
す
る
こ
と

が
で
き
、
又
私
達
の
入
社
式
に
社
長
を
は

じ
め
多
数
の
役
職
員
の
皆
様
に
ご
出
席

を
頂
き
大
変
感
激
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
琉
球
海
運
の
一
員
と

し
て
誇
り
と
責
任
を
持
ち
、
初
心
を
忘

れ
ず
一
生
懸
命
仕
事
に
励
み
、
力
を
発

揮
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
変
化
の
多
い
社
会
の
流
れ
に
対
し
、
常

に
挑
戦
す
る
姿
勢
で
、
新
入
社
員
一
同
、

進
化
し
続
け
、
企
業
の
社
会
的
使
命
を

果
た
す
べ
く
日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
先
輩
方
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
こ
こ
に
会
社
の
規
則
を
守
り
、
ご
期

待
に
そ
え
る
社
員
に
一
日
も
早
く
な
る

こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
答
辞
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ookie基本情報!!

●❶ 山
や ま

川
か わ

 航
こ う

太
た

郎
ろ う

●❷ 営業部　 九州先島チーム

●❸ 2000年2月20日生（ 22歳）

●❹ 沖縄県那覇市

●❺ 琉球大学人文社会学部

●❻ アマゾンプライムなどでの

動画視聴と 最近始めた釣

り がマイブームです。

●❼ 御社で働けることに感謝し、日々挑戦する気持ちを忘

れず精進して参ります。

よろしく お願いいたします。

●❶ 中
な か

林
ばやし

 新
あ ら た

●❷ 企画部

●❸ 2000年2月19日生（ 22歳）

●❹ 沖縄県那覇市

●❺ 北九州市立大学経済学部

●❻ 趣味はス ケボーで す。

週末に 友達と 奥武山公

園など で 滑っ て いま す。

どこ か滑ら かな 路面があれば是非教えてく ださ い。

特技は料理です。大学時代は一人暮らしだったのでほ

ぼ毎日自炊をしていました。得意料理は親子丼です。

●❼ 一刻も 早く 仕事を覚え、明るく 楽しく 、そして真剣に勤

めて参ります。よろしく お願いいたします。

●❶ 高
た か

橋
は し

 拓
た く

朗
ろ う

●❷ 甲板部

●❸ 1998年8月1日生（ 23歳）

●❹ 山口県岩国市

●❺ 神戸大学海事科

●❻ 趣味： 読書、ト レーニング、旅行

特技： バレーボール（ リベロ）

マイブーム： FPSゲーム

●❼ 1日でも早く 、一人前の航海士として会社に貢献できる

よう に基礎をしっかりと身に付けていきます。

●❶ 平
た い

良
ら

 理
り

子
こ

●❷ 営業部　 九州先島チーム

●❸ 1995年5月9日生（ 26歳）

●❹ 沖縄県浦添市

●❺ 大阪大学文学部

●❻ 音楽が好きで す。大学で は

音楽学を 専攻し 、インド ネ

シアの伝統楽器のガムラン

に没頭。没頭し 過ぎて卒業を延期し 、現地留学に行っ

てしまう ほどでし た。数年来のマイブームはスパイスカ

レー作りと飲み屋の開拓。

●❼ まずは、営業部でニーズを敏感に察知する感性を磨き、

琉球海運グループ の更なる発展に寄与できる人物とな

ります！

●❶ 熱
あ っ

田
た

 凪
な ぎ

杜
と

●❷ 甲板部

●❸ 2001年9月17日生（ 20歳）

●❹ 沖縄県島尻郡南城市

●❺ 沖縄水産高校船長科

●❻ 趣味は音楽を聴く こと 、漫

画を読むこと 。スポーツ は

野球、ゴルフ、サッ カ ーな

ど色々好きです。

●❼ 今はまだ分からないこと ばかりなので、先輩方の指導

を受けて、1日でも 早く 、多く の仕事を 覚えら れるよう

に頑張ります。

●❶ 松
ま つ

田
だ

 丈
じ ょ う

●❷ 機関部

●❸ 2001年12月9日生（ 20歳）

●❹ 沖縄県浦添市

●❺ 沖縄水産高校

●❻ 趣味はド ライブです。

最近のマイブームは、ラジオ

オールナイト ニッ ポンを聴く

ことです。

●❼ 今後はいち早く 仕事を覚え、周り から 信頼さ れる機関

士になり たいと思っています。

●❶ 藏
く ら

下
し た

 瑠
る

加
か

●❷ 甲板部

●❸ 2002年1月30日生（ 20歳）

●❹ 沖縄県国頭郡伊江村

●❺ 沖縄水産高校

●❻ バスケット ボールや筋ト レ

等、体を動かす事や、映画

鑑賞、ギタ ー、読書等が好

きです。

●❼ 一日でも早く 仕事を覚える事ができるよう に先輩方か

ら 学んでいきたいと思います。

精一杯頑張りますので、ご 指導ご 鞭撻のほどよろしく

お願いいたします。

❶名　 前
❷配属先

❸生年月日（ 年齢） ❹出身地
❺出身校

❻趣味・ 特技・ マイブーム　 ❼今後の抱負

オリエンテーショ ンの様子

新
入
社
員
代
表

答 

辞

2
0
2
2
年 

4
月
1
日

　
新
入
社
員
代
表 

中
林 

新

Kotaro Y
amakawa

Arata N
akabay

ashi

Takuro 
Takaha

shi

Nagito A
tta

Ruka K
urashi

ta

琉球海運株式会社

Continue

Riko tai
ra

Jo Matsuda

　
新
入
社
員
の
皆
様
、
入
社
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
営
業
部
二
年

目
の
比
嘉
結
那
と
申
し
ま
す
。

　
一
年
前
、
私
も
皆
様
と
同
様
に

緊
張
や
不
安
を
抱
え
入
社
し
ま
し

た
。
右
も
左
も
わ
か
ら
な
か
っ
た

私
で
す
が
、
優
し
い
先
輩
方
に
助
け

ら
れ
な
が
ら
、
毎
日
楽
し
く
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
置
か
れ
た
場
所
と
大
き
く

変
わ
り
、
大
変
な
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
焦
ら
ず
急

が
ず
、
環
境
に
慣
れ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
私
も
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、

皆
様
が
楽
し
く
社
会
人
生
活
を
ス

タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
致

し
ま
す
の
で
、
困
っ
た
こ
と
が
あ

れ
ば
い
つ
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
共
に
成
長
し
な
が
ら
、
働
き
ま

し
ょ
う
！

営
業
部

　
比
嘉
結
那左から上原（ 佑）・ 上原（ 充）・ 比嘉・ 池原

お
祝
い
の
言
葉
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D o  m y  Be s t !

【 特集】 2022年 R K Kグループ 入社式 &  新入社員紹介

Rookie基本情報!!

❶名　 前
❷配属先

❸生年月日（ 年齢） ❹出身地
❺出身校

❻趣味・ 特技・ マイブーム　 ❽今後の抱負

●❶ 岸
き し

本
も と

 匠
た く

司
じ

●❷ 営業部　 那覇港営業所

●❸ 2001年7月19日生（ 20歳）

●❹ 沖縄県沖縄市

●❺ 沖縄職業能力開発大学校

●❻ ボウリ ン グ、ド ラ イ ブ、車

屋の中古車を 見る 。車い

じりもします。

●❼ 社会人1年目として、失敗することがありますが、業務

をこなせるよう に頑張り たい。

●❶ 棚
た な

原
は ら

 大
た い

夢
む

●❷ 運輸部　 作業課

●❸ 2003年10月15日生（ 19歳）

●❹ 沖縄県浦添市

●❺ 那覇工業高校自動車科

●❻ 釣り 、バイク、野球

●❼ けがのないよう に一生懸命

頑張ります。

●❶ 日
ひ

髙
だ か

 裕
ゆ う

也
や

●❷ 運輸部 作業課

●❸ 2000年11月11日生（ 21歳）

●❹ 沖縄県那覇市

●❺ 那覇工業高校電気科

●❻ バスケット 、ダイエット 、筋

ト レ

●❼ 仕事を全部覚えて、上にい

けるよう にがんばります。

●❶ 與
よ

那
な

覇
は

 理
り

貴
き

●❷ 運輸部 作業課

●❸ 2004年3月16日生（ 18歳）

●❹ 沖縄県浦添市

●❺ 那覇工業高校自動車科

●❻ 魚釣り

●❼ フォークリフト の資格を取っ

て、支え合いながら 頑張り

ます。

●❶ 金
き ん

城
じ ょ う

 美
み

里
り

●❷ 総務部　 総務課

●❸ 2001年11月24日生（ 20歳）

●❹ 沖縄県島尻郡南風原町

●❺ キリスト 教短期大学英語科

●❻ バスケ

●❼ 何もかも が初めてですが頑

張ります。

●❶ 仲
な か

嶺
み ね

 仁
よ し

康
や す

●❷ 営業部　 営業課

●❸ 1998年6月25日生（ 23歳）

●❹ 沖縄県島尻郡八重瀬町

●❺ 沖縄国際大学総合文化学部

●❻ 趣 味 はス ポーツ を する こ

と 、見ることです。特に野球

は友人と 年に何回かする程

度で すが、私の中で は大き

なイベント の一つです。

●❼ 一日でも早く 仕事を覚え、活躍できるよう な人材になれ

るよう に頑張りますので、ご 指導よろしく お願いいたし

ます。

●❶ 浜
は ま

田
だ

 歩
あ ゆ む

●❷ 運輸部　 作業課

●❸ 2004年1月20日生（ 18歳）

●❹ 沖縄県浦添市

●❺ 那覇工業高校自動車科

●❻ 私の最近の趣味は、マリン

スポーツと 小さ い頃から 始

めている バスケで す。マイ

ブームは、外で の食べ歩き

にはまっています。一番遠い

ところで本部まで行きます。

●❼ まずは、仕事を 覚えていき、運行管理者の資格を 取

り 、皆から 任さ れる存在になっていく よう にがんばり た

いです。

●❶ 屋
や

宜
ぎ

 翔
し ょ う

太
た

●❷ 運輸部　 配送業務一課

●❸ 1999年9月4日生（ 22歳）

●❹ 沖縄県那覇市

●❺ 沖縄大学経法商学部

●❻ 最近はYouTubeで格闘家

を見ることにハマっている

ので、近々ジムで体を鍛え

ようと考えております。

●❼ 今後は仕事を覚えていく 中で、丁寧にこなし、慣れてい

きたいと考えています。

Takuzi 
Kishimoto

Taimu Tanaha
ra

Ayumu Hamada

Miri Kinjo
Syota Y

agi

沖縄急送株式会社

Yoshiya
su Nakamine

Yuya H
idaka

Riki Yonaha
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琉
球
海
運
株
式
会
社

福
岡
支
店
係
長  

上う

え

間ま

共と

も

新
入
社
員
だ
っ
た
頃

琉
球
海
運
株
式
会
社

営
業
部
次
長  

濱は

ま

も

と元
朝と

も

ひ

さ尚

琉
球
海
運
株
式
会
社

大
阪
支
店
係
長  

玉た

ま

城し

ろ

紋あ

や

華か

琉
球
海
運
株
式
会
社

企
画
部
課
長  

宜ぎ

ぼ保
徹

と
お
る

わ
た
し
が

Sp ecia l !

特
集

2014年

入社

1993年

入社

2014年

入社

1995年

入社

① 琉球海運に入社した理由

大学時代に物流の重要性を学び、同分野で 沖

縄に貢献できる当社に魅力を感じ たため。

② 自分の新入社員当時を一言で表すなら

帰宅後爆睡社員(慣れないデスクワークでヘト

ヘト だった)

③ 新入社員時代に心掛けていたこと

謙虚さと感謝の気持ちをもって相手の話を聞く 。

④ 新入社員に向けての一言

「 夢とく らしと 文化を はこ ぶ」誇り と 使命感を

もって、一緒にわく わく するよう な仕事をつく っ

ていきましょう 。
① 琉球海運に入社した理由

契約社員として拾ってもらった！が正直なところ

ですが…意識し たこと のなかった物流に関わ

れることに興味津 ！々も事実です！

② 自分の新入社員当時を一言で表すなら

猫被れてたはずです！

③ 新入社員時代に心掛けていたこと

確認！わからないこと 、判断できないこと は周

り に確認！電話対応で 嘘をつかないよう に気

をつけてました(^^ ;)

④ 新入社員に向けての一言

個性豊かなRKKメンバーに仲間入りですね〜。

色んな人と絡んで、色んな考えに触れて、新し

い環境を楽しんでく ださ 〜い！ あと・・・ みんな

電話の声のト ーンあげて欲しいな♡

① 琉球海運に入社した理由

転勤がある会社だっ た事。中学生の頃に転校し

た経験があり 、転勤に対する抵抗はなく 、生まれ

育った場所を離れて気づく 良さ や悪い点、物事を

違う 角度から 見る体験がしたかった。

② 自分の新入社員当時を一言で表すなら

朝の挨拶は声がデカ い新人

（ 電話応対では声が小さく 、今でも苦手です）

③ 新入社員時代に心掛けていたこと

入社当時は、まず先輩に覚えてもらう ためにも 、

琉球海運バド ミ ント ン 部や当時はバレー部も あ

り 、なるべく 練習に参加していまし た。し かし 、練

習後の飲み会が毎週2回、運動後のビールが美味

しく 、暴飲暴食が原因！？で体重が激増しました。

④ 新入社員に向けての一言

すべての「 ？」を「 ！」に

先輩たち にどんどん質問して下さ い。聞く は一時

の恥、聞かぬは一生の恥。実は、先輩側も新人が

どこまで 理解し 、どこ から 曖昧なのかが明確にな

り 、お互い、効率よく「 ？」が「 ！」となります。自分で

抱え込まないよう に。

あ
い
さ
つ
声
デ
カ
新
人

帰
宅
後
爆
睡
社
員

猫
被
れ
て
た
は
ず

① 琉球海運に入社した理由

大学に掲載されていた求人広告に目が止まりまし

た。「 夢とく らしと 文化をはこ ぶ」沖縄と 本土には

橋なんて架からないから 船会社は安泰だ！と 気軽

に思ったものです。

② 自分の新入社員当時を一言で表すなら

要注意人物（ 入社前に大事件をやらかしまして…）

③ 新入社員時代に心掛けていたこと

当時、電話の取り 次ぎに内線を 鳴ら すので はな

く 、ワザと元気よく 大きな声で呼びかけてました。

社内活性の一つとして行っていまし たが、二日酔

いの先輩にうるさ い！と 言われた事も。今となって

は良い思い出です。

④ 新入社員に向けての一言

偉そう にしている 先輩たちも 皆さ ん新入社員で

した。変に緊張せず解らない事はどんどん聞いて

下さい。みんな優しく 教えてく れますよ（ 笑）。

琉球海運を引っ張って行く つもり で何事も 積極的

に取り 組みましょう 。

要
注
意
人
物
! !
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（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

職 場 紹 介  v o l . 6

中城 湾 港 付 近を 中心に 荷 役 作 業を 主と し 、

地 域 社 会の発 展を 担い 貢 献するわ
た
し
の

仕
事

　
第

六

回

Interview

上間 誠

玉那覇 武史 次長

鹿島 健 支店長

仲田 亮子

私達が携わる作業として、ＲＫ Ｋ 定期船舶の荷役作業を軸に4 9 9 船等の荷役作業、それに付

随する貨物の荷受け、荷渡し 、貨物の管理及び集配手配業務や、代理店業務に関わる本船の動

静確認、接岸バースの調整など多岐にわたる業務を行っており ます。取り 扱う 貨物もコンテナやト

レーラ ーはもちろん、飼料や分蜜糖、肥料、推進管、バイオマス燃料など多種多様の貨物を扱って

おり 、様々なご要望にお応えすること で地域社会の発展に貢献できるよう 、他部署と も 協力、連携

し 、日々邁進しており ます。

Leader’s Voice

中部支店の業務は多岐に渡っており 、弊社の会社運営に欠かせない業務と なっており ます。職員も 個

性豊かで標準語に英語、ウチナー方言、聞き取れない標準語？3～4ヵ 国語が混同しており 、わいわいと

した賑やかな職場雰囲気です。中部へのお越し の際は気軽に事務所へお立ち寄りく ださ い。   

（ 鹿島 健 支店長）

部署メ ンバー紹介

知念 文也
知念 良高

沖縄港運株式会社　 中部支店

琉
球
海
運
株
式
会
社  

上
原 

正
義

1
9
8
4
年
4
月
入
社

　
現
在
、
三
等
機
関
士

現
在
の
仕
事
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

現
在
の
主
な
仕
事
は
各
ポ
ン
プ
や
補
助
ブ
ロ

ワ
ー
な
ど
エ
ン
ジ
ン
の
補
機
関
係
の
保
守
・
整
備

管
理
を
行
い
、
安
全
に
航
海
で
き
る
よ
う
エ
ン
ジ
ン

の
サ
ポ
ー
ト
業
務
に
務
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
電

気
や
水
道
、
空
調
機
と
い
っ
た
船
上
の
生
活
に
必

要
な
身
の
回
り
の
機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
行
っ
て

い
ま
す
。

仕
事
の
や
り
が
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

海
上
職
員
は
3
ヶ
月
間
の
乗
船
、
1
ヶ
月
の
休

暇
と
い
う
業
務
サ
イ
ク
ル
で
働
い
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
一
度
に
長
い
休
暇
が
取
れ
る
こ
と
が
こ
の
仕

事
の
や
り
が
い
で
あ
り
、
き
つ
い
仕
事
を
乗
り
越
え

ら
れ
る
理
由
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

休
日
の
過
ご
し
方

海
上
職
員
は
休
暇
が
1
ヶ
月
と
ま

と
ま
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
下
船
後
1

週
間
は
何
も
せ
ず
ゆ
っ
く
り
し
て
い
ま

す
。
今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
ど
こ
に
も
行
け

な
い
の
で
、
家
の
草
む
し
り
以
外
何
も

し
て
い
ま
せ
ん
。
家
の
中
で
食
べ
て
ば

か
り
の
生
活
な
の
で
、
休
暇
中
は
体

重
が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

仕
事
で
大
変
な
こ
と
、

苦
労
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

突
然
起
こ
る
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル
の
対
応
が
大
変

で
す
。ま
た
、
M
0
当
番
※1

の
時
に
警
報
で
起
こ
さ
れ

る
こ
と
も
し
ば
し
ば
…
。ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
の
警
報

は
我
慢
で
き
ま
す
が
、
誤
警
報
で
起
こ
さ
れ
る
こ
と

も
頻
繁
に
あ
る
の
で
、
苦
労
し
て
い
ま
す
。

※1  

M
0
当
番
：
機
関
室
で
の
当
直
を
無
人
化
し
、
異
常
警
報
が

鳴
っ
た
際
等
に
対
応
す
る
当
番
の
こ
と
。

船
内
生
活
で
の
珍
事
件
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

朝
と
夜
を
間
違
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

船
内
で
生
活
を
し
て
い
る
と
仕
事
時
間
が
バ
ラ

バ
ラ
で
、
夜
中
に
起
こ
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
朝
・

昼
・
夜
の
区
別
が
つ
か
な
い
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り

ま
す
。
外
を
見
る
機
会
が
多
い
甲
板
部
と
異
な
り
、

機
関
部
は
常
に
船
の
内
部
で
仕
事
を
し
て
い
る
た

め
時
間
の
感
覚
を
失
い
や
す
い
で
す
…
。

船
の
動
力
と

乗
組
員
の
生
活
環
境
を
保
守
!!

PROFILE

琉球海運株式会社

三等機関士

上原 正義

出身： 那覇市小禄

経歴：  1 9 8 4 年 沖縄水産高等学

校本科卒業

趣味：  ｢熱帯魚の飼育・ 鑑賞」だっ

たが、悲し い経験をし たた

め現在は趣味休止中。

分蜜糖作業風景 PKS船作業風景

意外と 知ら ない？ グループ企業のお仕事。今回は「 沖縄港運株式会社 中部支店」のお仕事を紹介し ます。
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RKK Group News 琉球海運グループ内の出来事あれこ れお伝えし ます

1
月
14
日（
金
）、「
琉
球
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
セ

ン
タ
ー
起
工
式
」を
豊
見
城
市
長
堂
の
建
設
現

場
に
て
執
り
行
い
ま
し
た
。
感
染
症
予
防
対
策

の
た
め
規
模
を
縮
小
し
て
の
斎
行
と
な
り
ま
し

た
。
式
典
に
は
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
理

事
長
の
川
上
好
久
様
に
も
ご
出
席
、
ご
挨
拶
い

た
だ
き
、
本
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
2
0
2
3
年
5
月
の
完
成
を

予
定
し
て
お
り
、
敷
地
面
積
約
4
9,
0
0
0

平
方
メ
ー
ト
ル
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の

２
階
建
て
と
な
り
、
県
内
最
大
規
模
の
物
流
施

設
と
な
り
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
を
円
滑
に
運
営

す
る
こ
と
に
よ
り
、
南
部
地
区
の
物
流
倉
庫

不
足
の
解
消
、
物
流
効
率
向
上
に
よ
る
C
O

2

削
減
の
取
り
組
み
を
目
指
し
ま
す
。

RKK Group News
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（ 海上） 機関長 玉城 充

三十年勤続者
（ 陸上） 副参与 田里 和巳
（ 海上） 船　 長 友利 克信
 一等航海士 漢那 浩明

十年勤続者
（ 陸上） 副主事 名嘉山 大助
 地域限定社員 地頭所 レイナ

（ 海上） 三等航海士 下條 琢己
 司厨長 山城 秀人

作業部／作業２ 課（ １ 班） 

 仲村 武夫  （ 2 1 年）

作業部／作業1課 

 高良 乾 （ 2 0 年）

作業部／作業２ 課（ １ 班） 

 上原 清勝  （ 2 0 年）

作業部／作業1課 

 伊佐 英明  （ 2 0 年）

中部支店／次長 

 玉那覇 武史 （ 2 0 年）

物流部 輸送課 主任 

上原 淳 （ 勤続年数： 1 6 年1 0ヶ月）

物流部 輸送課 

照屋 豊  （ 勤続年数： 1 6 年8ヶ月）

沖
縄
輸
送
サ
ー
ビ
ス
東
京
支
店

冷
凍
ヤ
ー
ド
大
型
野
外
テ
ン
ト
新
設

第
2 0
回 

花
と
緑
の
街
角
コ
ン
テ
ス
ト

最
優
秀
賞
（
職
場
の
部
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

公
開
い
た
し
ま
し
た
! !

株
式
会
社 

沖
縄
輸
送
サ
ー
ビ
ス 

八
重
山
港
運 

株
式
会
社 

琉
海
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス 

株
式
会
社

年
頭
の
社
長
挨
拶
に
あ
り
ま
し
た

東
京
支
店
冷
凍
ヤ
ー
ド
に
、
か
ね
て

よ
り
念
願
で
あ
っ
た
大
型
野
外
テ
ン

ト
の
設
営
が
完
了
い
た
し
ま
し
た
。

2
月
1 5
日
に
安
全
祈
願
を
行
い
、

現
在
快
適
に
フ
ル
稼
働
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
作
業
環
境
の
悪
条

件
が
大
幅
に
さ
れ
、
輸
送
品
質
の
向

上
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
く
れ
て
い

る
施
設
で
す
。

今
後
さ
ら
に
期
待
を
し
て
い
る
本

州
か
ら
沖
縄
へ
の
輸
送
拡
大
と
取
扱

貨
物
の
増
大
に
、
よ
り
柔
軟
な
対
応

が
で
き
る
よ
う
一
層
の
現
場
作
業
環

境
の
拡
充
と
安
心
安
全
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

昨
年
末
よ
り
着
手
し
て
い
た
会
社
正
面
の
植
栽
ス

ペ
ー
ス
美
化
計
画
が
、
思
わ
ぬ
形
で
日
の
目
を
浴
び

る
事
と
な
り
ま
し
た
。
地
元
八
重
山
毎
日
新
聞
社
が

主
催
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
（
職
場
の
部
）に
て
、
最
優
秀

賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。
計
画
当
初
に
割
り
振
ら

れ
た
各
部
署
毎
へ
の
管
理
ス
ペ
ー
ス
は
、
ミ
ン
サ
ー
柄

の
通
行
帯
製
作
・
赤
瓦
を
利
用
し
た
ガ
ー
デ
ン
フ
ェ

ン
ス
設
置
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
向
に
よ
り
様
々
な

ア
イ
デ
ア
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
今
も
彩
り
よ
く
並

ぶ
の
は
、
バ
ー
ベ
ナ
・
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
・
ヒ
マ
ワ
リ
・

ダ
イ
ア
ン
サ
ス
・
か
す
み
草
・
ア
ロ
エ
に
島
と
う
が
ら

し
他
多
数
。
さ
て
こ
れ
か
ら
夏
本
番
を
迎
え
る
こ
こ

石
垣
島
、
雨
不
足
又
・
大
型
台
風
を
は
じ
め
様
々
な

試
練
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
四
季
折
々
の
課
題
に
屈
せ

ず
、
各
部
署
総
出
で
対
応
あ
る
の
み
で
す
。

（
総
務
部

　
宮
良
）

　
琉
海
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

（
株
）で
は
、
コ
ン
テ
ナ
貸
切

輸
送
、
小
口
混
載
輸
送
、
冷

凍
・
冷
蔵
商
品
定
温
輸
送
、

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
物
流
な

ど
幅
広
い
配
送
業
務
か
ら
短

期
、
長
期
の
倉
庫
保
管
・
荷

役
・
在
庫
管
理
ま
で
、
物
流

全
般
の
業
務
を
承
っ
て
お
り

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

琉
球
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
概
要

所

在

地
／
沖
縄
県
豊
見
城
市
長
堂

敷
地
面
積
／ 

約
4 

9
，0
0
0
㎡ 

（
約
1 

4
，7
0
0
坪
）

建
　
　
物
／ 

約
4 

2
，0
0
0
㎡ 

（
約
1 

2
，6
0
0
坪
）

建
物
構
造
／
鉄
骨
造
地
上
2
階
建

完
成
予
定
／
2
0
2
3
年
5
月

入
居
予
定
／
イ
オ
ン
琉
球
（
株
）

　
　
　
　
　
沖
縄
岡
崎
運
輸
（
株
）

　
　
　
　
　
琉
球
海
運
グ
ル
ー
プ
企
業

通行帯も立派な仕上がりに

向かって左から 玉那覇 武史、高良 乾、伊佐 英明、上原 清勝、仲村 武夫

写真左より

阿野社長、照屋豊、

上原淳、上原部長

琉球ロジスティクスセンタ ー（ 長堂川から見たイメ ージバース）

起工式の様子
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古
屋
市
と
聞
い
て
皆
様
は
何
を
思
い
浮
か

べ
ま
す
で
し
ょ
う
か
?

　
私
は
東
海
地
方
や
愛
知
県
に
つ
い
て
何
も
知
ら

ず
、
ま
し
て
や
名
古
屋
市
っ
て
何
が
あ
る
の
?
と

い
う
状
態
で
名
古
屋
市
内
の
大
学
に
通
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
こ
ん
な
で
名
古
屋
市
に
は
お
世
話
に
な
っ

た
の
で
す
が
、「
住
め
ば
都
」と
い
う
言
葉
の
意
の
通

り
、
日
々
の
生
活
は
心
地
良
い
も
の
で
し
た
。

　
名
古
屋
市
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
夏

は
暑
く
、
39
度
以
上
の
猛
暑
が
何
日
も
続
く
こ
と

も
あ
り
、
冬
は
冬
で
雪
が
降
る
ほ
ど
の
寒
さ
で
す
。

ま
た
、
名
古
屋
市
は
本
州
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し

て
い
る
た
め
、
他
県
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
非
常
に
便

利
で
す
。
時
間
は
あ
る
が
お
金
が
無
か
っ
た
大
学

生
時
代
に
は
高
速
バ
ス
を
利
用
し
、
よ
く
一
人
旅

や
友
人
に
会
い
に
行
っ
た
も
の
で
す
。
東
京
や
大

阪
、
北
陸
の
富
山
や
中
国
の
広
島
ま
で
も
高
速
バ

ス
を
利
用
し
て
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ス
マ
ホ
の
ア
ル
バ
ム
を
見
な
が
ら
一
生
懸
命
名

古
屋
市
で
の
思
い
出
を
振
り
返
っ
て
み
た
の
で
す

が
、
食
べ
物
の
写
真
ば
か
り
･
･
･
。
何
と
い
っ

て
も
名
古
屋
市
は
グ
ル
メ
の
街
な
の
で
、
ご
当
地

の
名
物
を
た
く
さ
ん
頂
い
て
き
ま
し
た
。
名
古
屋

市
は
味
噌
料
理
が
有
名
で
、
味
噌
か
つ
、
味
噌
煮

込
み
う
ど
ん
、
味
噌
お
で
ん
等
が
あ
り
ま
す
が
、

味
噌
に
も
負
け
な
い
料
理
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
皆
様
に
オ
ス
ス
メ
し
た
い
の
が
「
手

羽
先
（
世
界
の
山
ち
ゃ
ん
）
」で
す
。
熱
々
で
胡
椒

が
効
い
て
お
り
、
ビ
ー
ル
が
進
む
一
品
と
な
っ
て

い
ま
す
。
4
年
間
手
羽
先
を
食
べ
続
け
た
結
果
、

手
羽
先
の
キ
レ
イ
な
食
べ
方
を
習
得
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
!!

　
さ
ら
に
、
名
古
屋
市
に
は
モ
ー
ニ
ン
グ
の
文
化

が
あ
り
ま
す
。
モ
ー
ニ
ン
グ
と
は
喫
茶
店
で
早
朝

割
と
し
て
コ
ー
ヒ
ー
に
ト
ー
ス
ト
や
ゆ
で
卵
が
付

い
て
く
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
当
時
住
ん
で
い
た
ア

パ
ー
ト
付
近
に
も
喫
茶
店
が
多
く
立
ち
並
ん
で
お

り
、
友
人
が
泊
ま
り
に
来
た
翌
朝
の
ご
飯
は
決

ま
っ
て
喫
茶
店
の
モ
ー
ニ
ン
グ
で
し
た
。
沖
縄
に
も

名
古
屋
発
祥
の
コ
メ
ダ
珈
琲
店
が
続
々
と
オ
ー
プ

ン
し
て
い
ま
す
。
皆
様
も
休
日
の
朝
に
コ
メ
ダ
喫

茶
店
で
モ
ー
ニ
ン
グ
を
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。
私

の
オ
ス
ス
メ
は
コ
メ
ダ
ブ
レ
ン
ド
と
名
古
屋
名
物

お
ぐ
ら
あ
ん
が
付
い
た
ト
ー
ス
ト
の
セ
ッ
ト
で
す
。

　
他
に
も
名
古
屋
市
に
は
三
英
傑
の
１
人
で
あ

る
徳
川
家
康
公
や
自
動
車
メ
ー
カ
ー
ト
ッ
プ
の
ト

ヨ
タ
自
動
車
の
歴
史
を
学
ぶ
施
設
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
2
0
1
7
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
レ
ゴ
ラ
ン

ド
」
、
2
0
2
2
年
1 1
月
オ
ー
プ
ン
予
定
の「
ジ
ブ

リ
パ
ー
ク
（
愛
知
県
・
長
久
手
市
）
」
な
ど
の
様
々

な
テ
ー
マ
パ
ー
ク
も
あ
り
ま
す
。「
食
べ
る
・
学
ぶ
・

遊
ぶ
」が
充
実
し
た
名
古
屋
市
に

皆
様
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

伊
達
十
万
石
の

伊
達
十
万
石
の

城
下
町

城
下
町

琉
球
海
運
株
式
会
社  

グ
ル
ー
プ
戦
略
室

大
塚 

遼
平

琉
球
海
運
株
式
会
社  

企
画
部

上
原 

佑
貴

春
号
で
グ
ル
ー
プ
戦
略
室
の
職
場
案
内
の

記
事
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
、
ホ
ッ
と
し

て
い
た
と
こ
ろ
に
郷
愁
投
稿
依
頼
が
あ
り
、
思
わ

ず
「
ま
た
か
よ
！
」
と
発
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

私
が
生
ま
れ
育
ち
高
校
卒
業
ま
で
過
ご
し
た
愛
媛

県
宇
和
島
市
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
独
眼
竜
・
伊
達
正
宗
の
長
男
、
秀
宗
が
宇
和
島

藩
初
代
藩
主
の
城
下
町
で
、
年
間
を
通
し
て
わ
り

と
温
暖
な
ま
ち
で
す
が
、
冬
に
は
雪
も
積
も
る
こ

と
も
あ
り
バ
ス
や
汽
車
が
止
ま
っ
て
学
校
が
休
校

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
愛
媛
と
い
え
ば
み
か
ん
を
連
想
さ
れ
る
方
が

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
生
産
量
で
は
和
歌
山
県
、

静
岡
県
に
次
い
で
第
３
位
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

柑
橘
類
の
種
類
で
い
う
と
4 1
品
種
と
全
国
第
1

位
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
宇
和
島
市
で
も
い

ろ
い
ろ
な
種
類
の
柑
橘
が
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
季

節
ご
と
に
多
様
な
柑
橘
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
み
か
ん
は
買
う
よ
り
も
貰
う
こ
と
の
ほ
う
が

多
く
、
今
で
も
実
家
か
ら
大
量
の
み
か
ん
が
送
ら

れ
て
き
ま
す
。

　
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
、
宇
和
島
市
は

養
殖
真
鯛
と
真
珠
の
生
産
量
が
全
国
1
位
と
な
っ

て
お
り
、
魚
の
王
様
で
あ
る
鯛
と
、
宝
石
の
真
珠

が
日
本
一
と
い
う
の
は
ど
こ
か
誇
ら
し
げ
で
す
。
宇

和
島
を
代
表
す
る
郷
土
料
理
が
「
鯛
め
し
」で
あ

り
、
新
鮮
な
鯛
の
刺
身
を
生
卵
が
入
っ
た
つ
け
汁

に
つ
け
、
ご
飯
に
乗
っ
け
て
食
べ
る
と
絶
品
で
す
。

通
販
で
の
お
取
り
寄
せ
も
で
き
ま
す
の
で
是
非
と

も
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
闘
牛
や
牛
鬼
ま
つ
り
等
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
機
会
が
あ
れ
ば
訪
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

新

名

郷愁
Nostalgia

上／宇和島城
中／段々畑

下／闘牛

上／【 期間限定】長野県産 

紅玉りんごジャム

下／味噌かつ（ 矢場とん）

右／世界の山ちゃん本店

「
名
古
屋
め
し
」

「
名
古
屋
め
し
」

う
み
ゃ
〜
で
か
ん
わ
！

う
み
ゃ
〜
で
か
ん
わ
！

三
ヶ
月
会

沖
縄
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
、
三
ヶ
月

会
（
第
１
６
６
回
、
第
１
６
７
回
）
が
開

催
さ
れ
、
白
熱
し
た
戦
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
左
記
の
通
り
で
す
。

第16 6 回三ヶ月会ゴルフコンペ開催第16 7回三ヶ月会ゴルフコンペ開催

おめでとうございます！

グロス ネット

優　 勝 伊礼 猛（ 沖縄急送） 9 4 6 2

準優勝 仲村 徳雄（ 琉海リ ース） 8 8 6 6

３ 　 位 外間 博一（ 琉球海運） 8 6 6 7

● ベスト グロス

新垣 光敏（ 沖縄港運） 8 0

グロス ネット

優　 勝 山口 秀樹（ 八重山港運） 9 7 6 1

準優勝 松田 恵（ 沖縄港運） 9 2 6 5

３ 　 位 島袋 操（ 琉球海運） 9 0 6 9

● ベスト グロス

比嘉 茂（ 琉球海運） 8 2

● 由　 　 来 ： 女の子ら し く 可愛い子になる

よう に

● 生年月日 ： 2 0 2 2 年1 月5 日

● 体　 　 重 ： 2 ,6 3 2 ｇ

● お父さ ん ： 松本 翼（ 琉球海運）

お母さ ん ： 〃 里奈 さ ん

● ご両親から 一言： 健康に育っ てめっ ちゃ美人になっ てね！

● 由　 　 来 ：

夢や勇気を持っ て育っ てほし

いと いう 思いで名付けまし た。

● 生年月日 ： 2 0 2 2 年1 月3 1 日

● 体　 　 重 ： 3 ,1 9 4 ｇ

● お父さ ん ： 竹内 匠（ 琉球海運）

お母さ ん ： 〃 夏妃 さ ん

● ご両親から 一言：

いっ ぱい笑っ て 、 遊んで

元気な女の子になっ てね!

ゆう ちゃん♡ 生まれてきて

く れてあり がと う ♡

● 由　 　 来 ： 光り 輝き 芽吹く よう に

● 生年月日 ： 2 0 2 2 年1 月1 1 日

● 体　 　 重 ： 3 ,0 3 0 ｇ

● お父さ ん ： 潮平 賢史朗（ 琉球海運）

お母さ ん ： 〃 沙季 さ ん

● ご両親から 一言： たく まし く 育っ てね

● 由　 　 来 ：

沖縄の青い海、 青い空のよう な

広い心を持ち、 波に揺ら れるよ

う 自分のペースで、 心豊かに自

由に生き て欲し い

● 生年月日 ： 2 0 2 2 年1 月5 日

● 体　 　 重 ： 3 ,0 5 8 ｇ

● お父さ ん ： 南 新平（ 琉球海運）

お母さ ん ： 〃 美雪 さ ん

● ご両親から 一言：

いっ ぱい食べて寝て、

大きく なっ てね

● 由　 　 来 ：

自分に厳し く 、信じ た道に向かっ て、

力強く 邁進し てほし い。

● 生年月日 ： 2 0 2 2 年1 月2 4 日

● 体　 　 重 ： 3 ,2 7 0 ｇ

● お父さ ん ： 宮良 翔（ 八重山港運）

お母さ ん ： 〃 久美子 さ ん

● ご両親から 一言：

お兄ちゃ んと は1 1 歳差

だ ね、 甘え ん坊に育つ

かな？色々な所へたく

さ ん遊びに行こ う ね、

生ま れてき てく れて本

当にあり がと う ！

● 由　 　 来 ： 未来に向かっ て輝ける

人に育っ て欲し い

● 生年月日 ： 2 0 2 2 年1 月3 1 日

● 体　 　 重 ： 2 ,8 0 0 ｇ

● お父さ ん ： 山川 真生（ 琉球海運）

お母さ ん ： 〃 優衣 さ ん

● ご両親から 一言： すく すく 元気に育っ てね!
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